
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校全体で育てる６年間の土台づくり 
～スタートカリキュラムの改善に向けて～ 

現在、各小学校は、スタートカリキュラム改善の時期です。 

日野町では、平成２８年度、２９年度の「幼保小連携推進モデル事業」実施にお

いて、保小連携プログラムを再編成されました。事業をとおし「どこの小学校でも、

誰が１年生担任になっても実践可能な内容モデル」を提案しておられます。「日野町

版１０日間スタートカリキュラム」をもとに、６年間の小学校生活の土台を築いて

いくポイントを紹介しますので、改善のための参考にしてください。 

 

               
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜point2＞ 10日間カリキュラムの設定 
校区の園・小学校での話し合いのもと、い

つまでをスタートカリキュラム期間とするかを子供の姿に

照らして設定します。日野町では、その期間を 10日間とし、

学校生活や仲間づくりへの不安を取り除き、安心して学校

生活に向かえるようにしています。 

 

＜point1＞ 入学式当日からカリキュラムスタート 
入学式当日の上級生との交流の様子を見る中で、１年生の保護者にとっても今

後の小学校生活への安心感が生まれます。全校で学校の決まりを再確認すること

で、1年生の手本となろうとする上級生の姿やよりよい関わりも生まれます。 

＜point3＞ 朝のうきうきタイム 
保育所の朝の活動に関連付け、楽しみながらゆるやか

に小学校生活に慣れるように時間や活動を設定していま

す。園で親しんだ歌、手遊び、言葉遊び、絵本の読み聞

かせ等を把握して積極的に取り入れることも、子供の意

欲や集中力を高めます。 

＜point6＞ 

校区で目指す力、視点の位置付け 

カリキュラム全時間に記号等で明示 

＜point7＞ 各教科等年間指導計画への位置付け 

１０日間のカリキュラムは、教育課程にのっとっ

て作成されており、全て各教科等の年間指導計画に

位置付けられています。 

日野町ＨＰの保小中一貫教育のページをご覧ください。 

http://www.town.hino.tottori.jp/2420.htm 

 

中学校区等で保小連携部会等を組織し、部会が中心とな

って事業を推進することで、職員同士の連携も進み、推進

体制も根付いたものになります。スタンダードとなるカリ

キュラムがあることで、一貫した指導体制も整います。 

＜point4＞ 弾力的な休憩時間 

１年担任だけでなく全職員がスケジュールを把握するこ 

とで、協力体制の整備や、子供への関わりの場が広がります。 

おすすめ⇒ 

 ＜point5＞ 大切にしたいこと 

教員の保育体験等を通しての気付き 


